




緒言と結果 

最近の新生児医療の進歩は目をみはるものがあり,未熟児救命率の著しい向上が計られて

いる。それに伴い超未熟児といえども生存する症例が増加しているが,生後早期にはほとん

どが経口摂取は不可能で,輸液療法を必要とする。しかし超未熟児の早期の輸液管理は,個

体差が大きいこと,腎をはじめとする各種臓器が未熟であることなどのために,その投与量,

内容などを決めるのに苦心する。その上,想像を絶するほど多量の不感蒸泄を伴うので,そ

の対応は一層複雑である。そこで私達はこの大量の不感蒸泄について検討を行ってきてお

り,前回の報告では加湿下での変動を体重と尿量から大まかに計算を行い,月令による変

動,AFD 児,SFD 児の相違などを比較検討した。 

今回は精密な体重計を用いて,正確に不感蒸泄量を測定したのでそれを報告する。 

結果は,今回は超未熟児の例数が少く極小未熟児しか検討できなかったが,極小未熟児では

超未熟児ほど不感蒸泄量は多量ではないが,それでも生後間もなくはその量は多く,1500g

以上の児に比べると高値を示した。また生後 24時間以内に単位時間当りの不感蒸泄量はほ

ぼ安定するように思われた。(図 1) 


